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研究成果の概要（和文）：Muse細胞を長距離輸送してその日のうちに移植することは時間的に制約が大きかったため、
その解消方法を模索した。研究期間途中で発表されたSTAP細胞誘導方式の酸処理からの誘導を試みたが、移植した細胞
は自家蛍光を持つ細胞が若干生存しただけであった。GFP-Muse細胞は移植前の移植用培地に入れる時間を可能な限り短
時間する方法が良かったが、現時点では移植3ヶ月後にはGFPシグナルが認められない。Muse細胞は、精細胞系列の細胞
が持っている遺伝子を数種類もっているが、精細胞系列方向への誘導にはさらに中間的な遺伝子の発現が必要であった
。さらなる遺伝子あるいは外来性補助因子の併用を考慮する必要がある。

研究成果の概要（英文）：To reduce the stress of Muse cellscaused by long time transportation, we tried 
the newly reported method such as STAP cell induction (acid treatment) during the middle stage of this 
project. The result was that the Muse cells were not induced toward the germ cell line after the acid 
treatment, and showed only the cell debris/vestage. Although the Muse cells could tolerate the long time 
transportation, alubumin-lacked medium and shorter time incubation before injection was required for 
injection of survided enough numbers of Muse cells without the cell aggregation. Muse cells have 
originally some genes that spermatogenic cells have, but these genes only are not enough for Muse cells 
to initiate the differentiation toward the spermatogenic cell line. It is suppoed that some additional 
genes or supplements such as hormones and vitamines will be required in some period to initiate the 
differentiation of the Muse cells toward the spermatogenic cell line.

研究分野： Reproductive Medicine
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１．研究開始当初の背景 
ヒト生殖細胞の樹立はまだ誰も成功してい
ない。精細胞系列を誘導するために必要な遺
伝子群が次第に判明してきたが、これらの成
果はマウス細胞を用いたものであり、ヒトに
関してはまだ不明なことばかりであるため、
ヒトへの応用を念頭においた情報の蓄積が
必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、｢ヒト多能性幹細胞 Muse 細
胞からの精子細胞系樹立の試み｣であり、こ
の目的のために有用な情報を蓄積する。 
 
３．研究の方法 
ヒト多能性幹細胞 Muse 細胞がヒト精子細胞
系列に分化誘導するために条件や遺伝子導
入が必要であるかないかを確認し、必要なら
ばどの遺伝子か特定する。特定した遺伝子を
培養細胞系に導入し、Muse 細胞系使用条件を
確立する。最終的に、精細胞系細胞として分
化誘導方法を確立する。 
 
４．研究成果 
これまでに分かっていた移植用培地にアル
ブミンを入れずに微小注入（移植）すること
が良いことの再現はとれた。しかし、Muse 細
胞を調整後長距離運搬してその日のうちに
W/Wv ミュータント雄マウスの精巣内（セルト
リ細胞はいるが精細胞幹細胞がいない精巣
内）に微小注入することは時間的にかなり無
理があり、効率的でなかった。その解消のた
め、研究期間の途中で発表された STAP 細胞
方法（酸処理を主体とした）を用いて検討し
たが、酸処理後に短期培養して移植した細胞
は自家蛍光を持つ細胞が若干生存しただけ
で長期生存に至らなかった。GFP-Muse 細胞は
移植前の移植用培地内での保存処理を可能
な限り短時間にして移植する方法が良かっ
たが、現時点では移植 3ヶ月後に GFP シグナ
ルが認められなくなる。遺伝子導入の検討を
開始するため、始原生殖細胞から精原細胞や
精子幹細胞で発現する段階的な遺伝子発現
のなかで可能な遺伝子を検討し、その絞り込
みを行った。ヒトにおける情報が無かったた
め、マウスの情報をもとにカスケード的に発
現する順番とその組み合わせを最初に検討
した。その結果、Muse 細胞は精細胞系列が発
現している遺伝子のうち、Cd9 等の数種類の
遺伝子を既存のものとして持っていた。この
情報をもとに遺伝子の種類と組み合わせを
検討することから始めたが、結果的には現段
階では本来持っている遺伝子だけでは精細
胞系列の初期段階への分化誘導には不十分
であるとの結論に達している。外来性補助因
子（ホルモン等）の併用については、遺伝子
導入との関係でどの時点で併用するかにつ
いても検討事項として残った。 
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